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技術が素晴らしいのに、利益を生み出せない…。社会のためになることを考え全力を尽くしてい

るが、経営が成り立たない…。だからこそ、ビジネスモデルを描き直すことが必要だと考えても、そう

簡単なことではありません。 
多くの場合、ビジネスモデルを形にしていく過程では、自社の強み、コア・コンピタンスは何である

のかを考えることが多いものです。そのために、外部環境や内部環境を「強み」、「弱み」、「機会」、

「脅威」という 4 つの観点から検討する「SWOT 分析」等もよく活用されるものです。それで上手くいく

こともありますが、上手くいかないことも少なくありません。それは、強みをキャッシュ・ポイントに変える

方法が分からないからです。 
新しいビジネスモデルの創造とは、新しいキャッシュ・ポイントの発見であると言えます。それを発

見し続けていけば、事業が存続し、安定的・継続的に発展させていくことが可能となります。 
10 年で 1,061 個の国内外の成功モデルを調査した結果、そのような新しいキャッシュ・ポイントを

生み出せる方法は７種類２２分類あることが分かりました。 
著名な有力企業の多くも、これらの型によって構築されています。例えば、Google やネットフリック

スは「情報整理モデル」、Amazon や楽天は「販売代行モデル」、価格 .com や一メルカリ、facebook
は「仲介モデル」です。そして、バイオベンチャーの多くは「能力モデル」です。 

そして、興味深いことは、1 つだけのモデルのみに依存せず、いくつかのモデルを活用することで、

複数のキャッシュ・ポイントを確立しているという企業があるという点です。例えば、Apple 社のメインと

なる型は「能力モデル」です。が、そこに、「販売代行モデル」を取り入れると iTunes というサービスや

iPhone が、「仲介モデル」を活用すると、App Store が生まれます。 
逆に言えば、メインの型だけにこだわることなく、複数の型を活用する選択をした企業が、これま

での業界内での戦う土俵を変えることで、イノベーションを起こすことに成功していると言えるので

す。 
今現時点で確立しようとしているキャッシュ・ポイントは、あなたの事業にとっての唯一の成功の道

なのか？！ ぜひ、そのような視点に目を向けた上で、7 種類 22 分類の型 1 つ 1 つを確認しながら、

あなたの事業には、どんな新しいキャッシュ・ポイントを付け加えていけるのかを検討し、イノベーショ

ンやブレイクスルーのきっかけを得て頂けたら幸いです。 
 


